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全国初⁉全国初⁉

　-第268回（令和8年6月）定例会--第268回（令和8年6月）定例会-

市民生活に関わる4議案をPickup市民生活に関わる4議案をPickup

詳細は２ページへ

詳細は12ページへ 一般質問一般質問
 15の視点15の視点

詳細は4ページへ
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令和８年度予算

来
冬
に
向
け
除
雪
体
制
を
強
化
充
実

来
冬
に
向
け
除
雪
体
制
を
強
化
充
実

　
　
　

大
畑
庁
舎
配
備
の
除
雪
ド
ー 

　
　
　

ザ
及
び
、
本
庁
舎
配
備
の
凍

　
　
　

結
防
止
剤
散
布
車
を
老
朽
化

　
　
　

に
伴
い
更
新
す
る
も
の
。

問問

除
雪
ド
ー
ザ
が
取
得
後
18

年
、
凍
結
防
止
剤
散
布
車

が
17
年
を
経
過
し
て
い
る
と
あ

る
が
、
一
般
的
な
車
両
の
耐
用

年
数
は
。

答答

平

均

10

年

程

度

で

あ

り
、 

現

在

市

内

配

備

の

除

雪 

機

械

で

18

年

以

上

経

過

し

て 

い
る
も
の
は
な
い
。

 

問問

凍
結
防
止
剤
散
布
車
の
配               

     

備
台
数
と
運
用
状
況
は
。

答答

む
つ
地
区
で
１
台
、
大
畑
地

区
で
１
台
、
川
内

・
脇
野
沢

地
区
で
は
市
道
に
凍
結
防
止
剤

を
散
布
し
て
い
な
い
。

問問

 

現
在
配
備
さ
れ
て
い
る
2

台
で
作
業
に
支
障
は
な
い

か
。

答答

委
託
事
業
者
が
契
約
書
の     

内
容
通
り
に
作
業
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
た
め
、
問

題
な
い
と
考
え
る
。

  　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て 

　

（
除
雪
ド
ー
ザ

・
凍
結
防
止
剤
散
布
車
）

令和８年度予算

議
案
審
査

　   
市民生活に関わる

４４議案議案を PickupPickup

子
ど
も

・
子
育
て
支
援

子
ど
も

・
子
育
て
支
援

　
　

納
付
金
の
上
限
額

　
　

納
付
金
の
上
限
額

  

む
つ
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議案内容議案内容

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
課

税
限
度
額
の
引
き
上
げ
、
低
所
得
者

に
対
す
る
軽
減
措
置
の
拡
充
、
子
ど 

　
　
　

も

・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
に

　
　
　

関
連
す
る
条
文
整
備
の
た
め
の
改
正
。

　

　

　

 

　
　
　

子
ど
も

・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
額 

　
　
　

の
上
限
額
が
３
万
円
と
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
上
限
額
は
全
国
で
同
じ
金
額
な
の 

か
、

自

治

体

に

よ

っ
て

異

な

る

の

か
。 

　
　
　

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
う
も

　
　
　

の
で
あ
る
た
め
、
上
限
額
は
全
国
一

律
で
あ
る
。

問問

  

　
　
　

上
限
額
の
対
象
と
な
る
世
帯
数
は
。

答答

令
和
8
年
度
は
1
0
2
世
帯
で
あ
る
。

議案内容議案内容

除雪ドーザ

凍結防止剤散布車

問問答答
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令和８年度予算
定額減税補足給付金（不足額給付）や定額減税補足給付金（不足額給付）や

学校給食センター調理器具整備、 住学校給食センター調理器具整備、 住

民サービスのさらなる充実を図るた民サービスのさらなる充実を図るた

めのペイジー口座振替受付サービスめのペイジー口座振替受付サービス

などの補正予算を審議した６月定例などの補正予算を審議した６月定例

会。 なかでも、 議会が注目したのは会。 なかでも、 議会が注目したのは

ふるさと納税推進事業。 未来のまちふるさと納税推進事業。 未来のまち

づくりにつながる財源確保に期待しづくりにつながる財源確保に期待し

ます。ます。

水
道
料
金
減
額
３
か
月

水
道
料
金
減
額
３
か
月

議案内容議案内容

物
価
高
騰
に
よ
る
市
民
生

活
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
水
道
基
本
料
金
を
減

額
す
る
。

問問

水
道
料
金
減
額
の
積
算
根

拠
は
。

答答

金
額
は
、
昨
年
以
上
の
支

援

と

な

る

月

額

税

込

み

1
6
5
0
円
と
し
、
令
和
8
年

７
月
使
用
分
か
ら
9
月
使
用
分

の
３
か
月
間
、
合
計
4
9
5
0

円
の
基
本
料
金
を
減
額
す
る
。

対
象
戸
数
は
、
口
径
13
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
か
ら
25
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
給

水
世
帯
、
約
2
万
4
0
0
0
戸

で
試
算
し
て
い
る
。
本
事
業
は
、

国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
、
実
施
す
る
。
料
金
減
額
に

当
た
り
、
申
請
手
続
き
は
不
要

で
あ
る
。

問問

よ
り
手
厚
い
支
援
が
必
要

な
の
で
は
。

答答

財
政
調
整
基
金
へ
の
影
響
も

加
味
し
な
が
ら
、
必
要
な

支
援
を
今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

固
定
資
産
税
の

固
定
資
産
税
の

　
　
　
　
　
　

負
担
を
軽
減

　
　
　
　
　
　

負
担
を
軽
減

議案内容議案内容

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
固

定
資
産
税
の
免
税
点
を
引
上
げ
る
ほ

か
、
所
要
の
条
文
整
備
を
す
る
た
め

の
も
の
。

問問

 

対
象
物
件
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答答         

令
和
8
年
度
課
税
額
で
は
、
固
定
資

産
税
で
家
屋
4
0
1
件
、
償
却
資
産

39
件
、
都
市
計
画
税
で
家
屋
1
4
7

件
と
な
る
。

問問

 

令
和
9
年
度
以
降
の
固
定
資
産
税
は
、

ど
の
程
度
の
税
収
減
を
想
定
し
て
い
る
の

か
。

答答

固
定
資
産
税
で
1
3
6
万
4
1
0
0

円
、

償

却

資

産

で
89

万

２
７
０
０

円
、
都
市
計
画
税
で
5
万
9
1
0
0

円
、
合
計
で
2
3
1
万
5
9
0
0
円
と
な

る
が
、
令
和
9
年
度
に
評
価
替
え
が
あ
る

た
め
こ
の
通
り
で
は
な
い
。

事務経費は「ゼロ」

  　
令
和
8
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　

（
水
道
事
業
会
計
負
担
金　

1
億
1
8
8
0
万
円
）

  

む
つ
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

※ 市ホームページより

※ 

各
議
案
の
議
決
結
果
は
9
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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一度失われた自然環境は　　　　
元には戻らない、 慎重な検討を

政
策
提
案

  （無会派）

 高
たかはし

橋 征
ま さ し

志 議員が問う

風力発電

県教育委員会の積極的かつ 
　　　早期の情報発信を求む！

政
策
提
案

  （陸奥未来）

 富
とみおか

岡 直
な お や

哉 議員が問う

進んでる？統合校

適
宜
報
告
す
る
よ
う
、
市
と
し

て
も
求
め
て
い
く
が
、
県
教
育

委
員
会
の
責
務
と
し
て
、
情
報

提
供
を
徹
底
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
市
は
、
情

報
さ
え
い
た
だ
け
れ
ば
、
様
々

な
媒
体
で
市
民
の
皆
様
に
も
お

伝
え
し
、
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ 

下
北
地
区
統
合
校
に
つ
い

て
、
中
学
３
年
生
に
対
し
未
だ

に
詳
細
の
説
明
が
さ
れ
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
が
、
市
が
県
教

育
委
員
会
に
求
め
る
こ
と
は
。

Ａ 

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
県

教
育
委
員
会
に
対
し
て
、
地

域
へ
の
丁
寧
な
説
明
と
、
迅

速
な
情
報
公
開
を
求
め
て
き

た
。
確
実
な
情
報
で
な
い
の

で
出
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
い
つ
出
せ
る
の
か

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
て
い

た
だ
け
る
だ
け
で
も
、
地
域

の
不
安
も
や
わ
ら
ぐ
と
思
う
。 

　

校
舎
整
備
の
状
況
も
含
め
、

これから整備される校舎

ば
、
地
下
に
埋
設
し
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
は
そ
の
ま
ま
に
す
る
」

可
能
性
へ
の
言
及
が
あ
っ
た
。

市
の
計
画
に
反
す
る
と
思
う

が
、
見
解
は
。

Ａ 

地
元
の
了
解
が
あ
り
、
双

方
の
合
意
が
あ
れ
ば
、
そ
う
い

う
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
。

Ｑ 

（
仮
称
）
下
北
西
部
風
力
発

電
事
業
の
説
明
会
に
お
い
て
、

「
保
安
林
解
除
」
の
可
能
性
へ
の

言
及
が
あ
っ
た
。
事
業
区
域
か

ら
「保
安
林
を
除
外
す
る
こ
と
」

を
求
め
る
県
知
事
意
見
と
反
す

る
が
、
市
の
見
解
は
。

Ａ 

環
境
に
影
響
が
あ
る
と
判

断
さ
れ
れ
ば
、
し
か
る
べ
き
機

関
が
、
そ
れ
な
り
の
対
応
を
す

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ  

市
の
計
画
に
は
、
事
業
終

了
後
の
「発
電
設
備
の
撤
去
」と

「
土
地
の
原
状
回
復
」
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
一
方
、
説
明
会
で

は

「
地
元
の
理
解
が
得
ら
れ
れ

むつ市の再エネ関連計画

YouTube で一般質問の動画を
ご覧いただけます →
　１5１5のの視点視点

進
ん
で
る
？
統
合
校

P. ４

風
力
発
電

P. ４

子
育
て
無
償
化
拡
大

P. ５

遠
征
時
の
安
全
確
保

P. ５

ニ
ー
ズ
ギ
ャ
ッ
プ

P. ５

教
員
の
多
忙
化

P. ５

環
境
白
書
閣
議
決
定

P. ６

地
域
ク
ラ
ブ
の
今
後

P. ６

新
た
に
道
路
開
通
！

P. ６

J
R
大
湊
線
の
今
後

P. ６

薬
研
の
活
性
化
急
げ

P. ７

井田 茂樹浅利 竹二郎 高橋 征志杉浦 弘樹
住吉 年広

濵田 栄子佐賀 英生 工藤 祥子佐藤　　武

一
般
質
問

独自の考えで質問 ・ 提案する

野中 貴健中村 正志 住吉 年広佐藤 広政 岡崎 健吾 櫻田 秀夫 富岡 直哉

P. ７P. ７P. ７P. ８

道
の
駅
整
備
再
始
動

10
年
1
0
0
0
億

ヘ
ル
プ
シ
ー
ル

空
き
家
対
策
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用

状

況

を

伺

う
。　
　
　
　
　

　
　
　

昨
年
の
県
調
査
に
よ
る

と
、
使
用
割
合
は
地
元
産
品
が

9
％
、
県
産
品
が
37･

4
％
と

低
迷
し
て
い
る
。
原
因
と
し
て

は
、
昨
年
度
の
米
不
足
や
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
、
生
産

者
の
減
少
が
あ
る
。

給食費だけでなく修学旅行や　　
　　　　　　　　　教材費も無償化を

政
策
提
案

  （無会派）

 工
く ど う

藤 祥
し ょ う こ

子 議員が問う

子育て無償化拡大

教員の長時間過密労働を　　　　
　　　　　　　　　　　　　解消すべき

政
策
提
案

教員の多忙化

新たなプラットフォーム活用で
          人手不足を解消すべき

政
策
提
案

  （公明 ・ 自由）

 櫻
さくらだ

田 秀
ひ で お

夫 議員が問う

ニーズギャップ

等
の
レ
ン
タ
カ
ー
を
運
用
し
た

場
合
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
あ
る

か
。 

　
　

 

専
門
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
作
成
し
て
い
な
い
が
、
運
転

手
に
対
す
る
規
定
を
定
め
て
お

り
、
安
全
運
行
の
確
保
に
努
め

て
い
る
。
今
後
、
運
行
に
関
す

る
課
題
が
生
じ
た
場
合
、
よ
り

詳
細
な
基
準
の
整
備
を
検
討
し

て
い
く
。 

児童生徒の遠征時においての   
         安全対策強化をすべき

政
策
提
案

  （市誠クラブ）

 野
の な か

中 貴
たかゆき

健 議員が問う

遠征時の安全確保

Ｑ 

小
中
学
生
が
、
大
会
等
へ

遠
征
す
る
際
の
移
動
手
段
は
。

Ａ  

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
地
域

ク
ラ
ブ
等
は
、
原
則
と
し
て

保
護
者
の
送
迎
に
よ
る
現
地
集

合

・
解
散
に
な
っ
て
い
る
が
、

む
つ
☆
か
つ
に
お
い
て
は
、
県

中
体
連
な
ど
多
く
の
参
加
者
が

見
込
ま
れ
る
場
合
や
、
遠
方
で

保
護
者
の
現
地
集
合
・
解
散
が

難
し
い
世
帯
が
多
い
場
合
、
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
等
を
運
用
す
る
こ

と
が
あ
る
。 

　

    

今
年
、
高
校
の
部
活
動
遠

征
時
に
、
重
大
事
故
が
発
生

し
て
い
る
が
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

その運転手は信用できる？

法
と
し
て
活
用
が
広
が
っ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。
人
手
不

足
の
解
消
や
関
係
人
口
の
拡
大

に
ど
の
程
度
効
果
が
あ
る
の
か

見
極
め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
地

域
事
業
者
と
の
情
報
共
有
を
図

り
、
本
市
で
の
活
用
の
可
能
性

を
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

Ｑ 

人
手
不
足
の
課
題
と
現
状

認
識
は
。

Ａ 

地
域
全
体
の
雇
用
機
会
が

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
課
題
の

一
つ
と
捉
え
て
い
る
。
背
景
に

は
、
人
口
減
少
に
伴
う
労
働
力

不
足
の
進
行
や
産
業
構
造
の
変

化
に
加
え
、
求
職
者
が
希
望
す

る
職
種
と
企
業
が
募
集
す
る
職

種
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
複
合
的
な
要

因
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ 

「
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
新

た
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を

活
用
す
べ
き
で
は
。

Ａ 

必
要
な
時
期
や
時
間
帯
に

応
じ
た
人
材
を
確
保
で
き
る
手

単発で働くスポット求人

地元産品の利用拡大も

1
8
5
・
45
時
間
で
あ
る
。                                                                                                                                 

Ｑ  

特
別
支
援
教
育
推
進
委
員

会
に
児
童
発
達
支
援
管
理
者
を

入
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う

か
。

Ａ  

非
常
に
重
要
で
あ
り
、
適

切
に
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

教
員
の
未
配
置
は
4
月
1

日
及
び
現
時
点
で
何
人
か
。

Ａ 

勤
務
時
間
の
短
い
非
常
勤

講
師
を
含
め
な
い
未
配
置
は
4

月
1
日
現
在
で
小
学
校
10
人
、

中
学
校
7
人
。
5
月
末
時
点
で

は
、
小
学
校
9
人
、
中
学
校
7

人
で
あ
る
。

Ｑ  

超
過
勤
務
時
間
は
平
均
何

時
間
か
。
最
高
の
超
過
時
間
者

は
何
時
間
か
。

Ａ  

令
和
7
年
度
の
平
均
で

は
、
小
学
校
35
・
6
時
間
、

中
学
校
44
・
87
時
間
で
、
最

も
長
い
時
間
外
等
在
校
時
間

の
方
は
、
ひ
と
月
で
小
学
校

1
1
8
・
92
時
間
、
中
学
校

かつては教員に余裕があった

Ｑ 

小
中
学
校
の
給
食
無
償
化

の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ 

令
和
6
年
10
月
か
ら
無
償

化
を
開
始
し
て
い
る
。
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
等
の
理
由
で
給
食
を

喫
食
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
児

童
生
徒
も
対
象
と
な
る
。

Ｑ  

全
児
童
生
徒
を
対
象
に
、

教
材
費
や
修
学
旅
行
費
、
制
服

代
等
を
支
援
す
る
自
治
体
も
あ

る
が
、
当
市
の
現
状
は
。

Ａ 

経
済
的
に
困
難
な
児
童
生

徒
を
対
象
に
、
就
学
援
助
費
支

給
事
業
と
し
て
学
用
品
費
や
修

学
旅
行
費
を
支
給
し
て
い
る
。

Ｑ 

給
食
へ
の
地
元
産
品
の
利

ば
、
地
下
に
埋
設
し
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
は
そ
の
ま
ま
に
す
る
」

可
能
性
へ
の
言
及
が
あ
っ
た
。

市
の
計
画
に
反
す
る
と
思
う

が
、
見
解
は
。

Ａ 

地
元
の
了
解
が
あ
り
、
双

方
の
合
意
が
あ
れ
ば
、
そ
う
い

う
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
。

  （無会派）

 佐
さ と う

藤 武
たけし

 議員が問う

Ｑ

Ａ Ａ



6
むつ市議会だより　No.38　令和 8 年 7 月号

も
の
づ
く
り
補
助
金
や
省
力
化

投
資
補
助
金
等
を
活
用
し
、
経

営
安
定
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。
観
光
業
に
つ
い
て
は
、
観

光
地
域
づ
く
り
戦
略
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
招
聘
し
、
観
光
地
域
づ

く
り
戦
略
の
策
定
を
進
め
る
予

定
。

資源を増やし、 農林水産 ・ 　　　
　製造業で活力ある街づくりを

政
策
提
案

  （むつの風）

 濵
は ま だ

田 栄
え い こ

子 議員が問う

環境白書閣議決定

事業の検証に基づいた方向性を
政
策
提
案

JR 大湊線の今後

大湊Ⅱ期バイパス開通間近、 
景観を取り入れた地域開発を

政
策
提
案

  （自民クラブ）

 浅
あ さ り

利 竹
た け じ ろ う

二郎 議員が問う

　
　

 
む
つ
市
独
自
の
支
援
を
組

合
わ
せ
た
む
つ
市
モ
デ
ル
の
構

築
が
必
要
と
考
え
る
が
。 

     

ク
ラ
ブ
の
発
展
を
支
援
す

る
個
人
、
企
業
、
団
体
等
賛
助

会
員
の
募
集
や
民
間
企
業
か
ら

の
寄
附
受
贈
等
、
今
後
も
む
つ

市
モ
デ
ル
の
充
実
に
努
め
て
い

く
。 

むつ☆かつの課題解決へ統括
法人への移行を検討すべき

政
策
提
案

  （自民クラブ）

 井
い だ

田 茂
し げ き

樹 議員が問う

地域クラブの今後

Ｑ 

む
つ
☆
か
つ
に
お
け
る
行

政
主
導
の
指
導
者
確
保
や
運
営

費
用
の
財
源
確
保
と
い
っ
た
課

題
に
対
し
、
受
け
皿
と
な
る
統

括
法
人
等
へ
の
移
行
を
検
討
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

Ａ 

中
学
校
部
活
動
の
移
行
が

完
了
し
た
が
、
持
続
可
能
な
運

営
体
制
の
構
築
な
ど
の
課
題
が

あ
り
、
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
。
今
後
、
財
源
確
保
の
多

元
化
、
指
導
者
確
保
、
育
成
の

仕
組
み
づ
く
り
等
、
多
角
的
な

観
点
か
ら
地
域
全
体
で
中
学
生

の
成
長
を
支
援
で
き
る
体
制
の

確
保
を
目
指
す
。 

今日の練習メニューは？

奥
湾
の
景
観
を
活
用
し
た
別

荘
地
の
開
発
等
は
ど
う
か
。 

　
　

一
定
の
条
件
を
満
た
す
こ

と
で
、
都
市
計
画
の
変
更
等
を

提
案
で
き
る
制
度
の
活
用
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ 

大
湊
Ⅱ
期
バ
イ
パ
ス
の
進

捗
状
況
は
。

Ａ 

事
業
主
体
の
青
森
県
に
よ

れ
ば
、
進
捗
状
況
は
約
60
％
、

令
和
9
年
度
の
完
成
見
込
み
で

あ
る
。

Ｑ 

沿
線
上
の
釜
臥
山
山
麓
に

お
い
て
、
都
市
計
画
上
の
規
制

は
あ
る
か
。

Ａ 

沿
線
は
住
宅
や
床
面
積

合
計
50
㎡
ま
で
の
店
舗
兼

住

宅
、

飲

食

店

と

い
っ
た

日
常
生
活
に
必
要
な
施
設

を
建
て
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　
　
　

大
湊
Ⅱ
期
バ
イ
パ
ス
周
辺

に
、
釜
臥
山
ス
キ
ー
場
、
陸

ヨットと船艦のハーモニー

人と自然が輝く活力ある街

85
％
が
県
外
在
住
者
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
観
光
を
目
的
と
し

た
地
域
外
か
ら
の
新
規
利
用
者

の
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と

評
価
し
て
お
り
、
今
後
も
観
光

等
で
の
利
用
を
伸
ば
す
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。                                                                                                      

Ｑ 

J
R
大
湊
線
活
性
化
協
議

会
が
実
施
し
た
、
令
和
7
年
度

事
業
の
検
証
効
果
は
。
ま
た
、

今
後
は
観
光
利
用
と
通
勤
、
通

学
の
生
活
利
用
の
ど
ち
ら
を
伸

ば
し
て
い
く
考
え
な
の
か
。

Ａ 

観
光
目
的
で
J
R
大
湊
線

を
利
用
し
た
方
に
対
し
、
運
賃

及
び
宿
泊
費
を
助
成
す
る
事
業

を
実
施
し
た
。
実
施
期
間
は
、

令
和
７
年
７
月
11
日
か
ら
令
和

8
年
2
月
28
日
ま
で
を
予
定
し

て
い
た
が
、
大
変
ご
好
評
を
い

た
だ
き
、
早
期
に
予
算
額
に
達

し
た
た
め
、
令
和
7
年
11
月
17

日
に
受
付
を
終
了
し
た
。
利
用

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
約

長い歴史の JR 大湊線

Ｑ 

地
場
産
業
や
加
工
、
観
光

業
の
振
興
策
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ 

農
業
振
興
策
に
つ
い
て
は
、

地
元
農
業
の
持
続
的
な
発
展
に

向
け
、
就
農
や
設
備
投
資
時
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
漁
業
に

つ
い
て
は
、
関
係
者
と
「ふ
ら
っ

と
」
を
開
催
し
て
お
り
、
出
さ

れ
た
意
見
・
要
望
の
実
現
に
向

け
て
各
漁
協
と
協
議
検
討
し
、

必
要
性
・
緊
急
性
・
効
果
的
か

を
判
断
し
、
実
現
可
能
な
も
の

か
ら
予
算
化
し
て
い
る
。
タ
ッ

ク
制
度
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
話
題
と
な
ら
な
か
っ
た
。
水

産
加
工
業
に
つ
い
て
は
、
国
の

  （むつの風）

 杉
すぎうら

浦 弘
ひ ろ き

樹 議員が問う

新たに道路開通！

Ｑ

Ａ

ＱＡ
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用
状
況
や
改
修
状
況
は
。

Ａ 

過
去
3
年
間
の
利
用
状
況

は
1
万
2
0
0
0
～
3
0
0
0

人
で
推
移
し
て
お
り
、
整
備
・

改
修
も
令
和
３
年
に
は
屋
根
の

改
修
工
事
を
し
て
お
り
、
活
性

化
に
貢
献
で
き
る
施
設
と
し
て

維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

老人福祉センター等を整備して　
　　　　　　　薬研温泉郷の復活を

政
策
提
案

  （市誠クラブ）

 佐
さ が

賀 英
ひ で お

生 議員が問う

薬研の活性化急げ

むつ市基地政策方針で　　　　　　
　　　　　　交付金の中長期方針を

政
策
提
案

  （市誠クラブ）

 佐
さ と う

藤 広
ひろまさ

政 議員が問う

10 年 1000 億

オリジナルヘルプシールを　　
　　　　　　　　　　　　導入すべき

政
策
提
案

  （公明 ・ 自由）

 住
すみよし

吉 年
としひろ

広 議員が問う

ヘルプシール

適
切
に
対
応
を
進
め
て
い
く
。 

Ｑ  

教
員
住
宅
等
の
私
有
財
産

の
活
用
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。 

    

民
間
提
案
制
度
の
活
用
を

進
め
な
が
ら
、
用
途
廃
止
な
ど

の
手
続
き
に
よ
り
、
普
通
財
産

へ
の
移
行
が
で
き
な
い
か
、
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

高騰する空き家解体費用に 
　　　　　　　　　　対する支援を

政
策
提
案

  （陸奥未来）

 岡
おかざき

崎	 健
け ん ご

吾 議員が問う

空き家対策

Ｑ 

近
年
、
空
き
家
解
体
費
用

が
高
騰
し
て
い
る
が
、
解
体
を

検
討
す
る
個
人
に
対
す
る
支
援

策
は
。　

Ａ 

所
有
者
の
方
々
の
負
担
軽

減
を
図
る
観
点
か
ら
、
本
年
度

よ
り
国
土
交
通
省
所
管
の

「
空

き
家
再
生
等
推
進
事
業
」
を
活

用
し
、
解
体
工
事
に
対
す
る
支

援
を
開
始
し
た
。

Ｑ 

市
内
小
中
学
校
に
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
防
犯
体
制
の
強
化
は
。

Ａ　

小
中
学
校
へ
の
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
に
つ
い
て
は
、
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
適
時

通学路に面している空き家

ケ
ー
ト
の
実
施
や
、
当
事
者
団

体
及
び
関
係
機
関
の
皆
様
か
ら

ご
意
見
を
丁
寧
に
伺
う
。
今
後

は
、
ヘ
ル
プ
シ
ー
ル
の
導
入
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。

Ｑ 

窓
口
で
の
配
布
開
始
以
来

の
累
計
配
布
枚
数
は
。

Ａ 

当
市
で
は
、
平
成
28
年
か

ら
令
和
7
年
度
ま
で
に
、
ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
1
2
7
4
個
、
ヘ
ル

プ
カ
ー
ド
1
2
1
8
枚
を
配
布

し
て
い
る
。

Ｑ 

外
見
で
判
断
し
に
く
い
要

援
助
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
市
独
自
の

「
オ

リ
ジ
ナ
ル
ヘ
ル
プ
シ
ー
ル
」
導

入
に
向
け
た
検
討
に
つ
い
て
伺

う
。

Ａ 

先
行
自
治
体
の
取
り
組
み

事
例
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、

障
が
い
の
あ
る
方
々
へ
の
ア
ン

小さな思いやりが支えに

復活の起爆剤はここにあり

と
し
て
は
、
事
業
が
円
滑
に
進

む
よ
う
環
境
整
備
に
努
め
る
と

と
も
に
、
市
、
経
済
界
及
び
自

衛
隊
の
三
者
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
連
携
を
強
め
、
協
力
し
て
い

く
こ
と
で
「共
生
・
共
創
・
共
栄
」

に
向
け
た
相
乗
効
果
が
生
ま
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ 

基
地
と
の
共
生
・
共
創
・

共
栄
で
、
地
域
経
済
と
の
相
乗

効
果
を
ど
う
描
く
か
伺
う
。

Ａ 

東
北
防
衛
局
か
ら
は
、
今

後
さ
ら
に
基
地
内
の
既
存
施
設

の
更
新
等
を
含
む
最
適
化
工
事

が
計
画
さ
れ
て
い
て
、
約
10
年

間
の
事
業
期
間
で
1
0
0
0
億

円
程
度
の
事
業
規
模
と
伺
っ
て

お
り
、
地
元
企
業
の
受
注
機
会

が
生
ま
れ
る
ほ
か
、
工
事
作

業
員
が
市
内
に
宿
泊
、
滞
在
す

る
こ
と
に
よ
る
生
活
面
な
ど
、

様
々
な
方
面
に
お
い
て
、
市
内

へ
の
経
済
効
果
も
相
当
見
込
ま

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
市

静かに佇む護衛艦

Ｑ 

薬
研
温
泉
郷
の
活
性
化
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ 

薬
研
温
泉
は
、
4
0
0
年

以
上
の
歴
史
を
有
し
、
下
北
ジ

オ
パ
ー
ク
ジ
オ
サ
イ
ト
の
一
つ

に
位
置
づ
け
ら
れ
、
豊
か
な
自

然
環
境
と
い
う
地
域
資
源
を
有

し
て
い
る
が
、
宿
泊
施
設
や
食

事
の
提
供
が
限
定
的
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
来
訪
者
の
滞
在
時
間

の
延
長
や
誘
客
の
拡
大
が
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
活

性
化
の
た
め
に
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
連
携
し
、
段
階
か
つ
計
画

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Ｑ 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利

Ａ
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高
い
地
方
創
生
の
拠
点
と
し
て

の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

　
　

 

今
後
の
整
備
の
進
め
方

は
。

      

更
な
る
検
討
を
行
い
、
基

本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定
へ

と
進
め
て
い
く
。

地域課題を解決し 
　地方創生の拠点として推進を

政
策
提
案

  （自民クラブ）

 中
なか

村
むら

 正
ま さ し

志  議員が問う

道の駅整備再始動

縦貫道出口付近候補予定地

Ｑ 

道
の
駅
整
備
の
必
要
性
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

Ａ 

地
域
産
品
の
販
路
拡
大
や

交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る
地
域

経
済
の
活
性
化
や
、
災
害
時
の

防
災
拠
点
と
し
て
、
地
域
の
安

全
安
心
の
向
上
に
繋
が
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ 

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
道

の
駅
の
役
割
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ 
近
年
、
「
人
を
呼
び
込
む

施
設
」
か
ら

「
地
域
課
題
を
解

決
す
る
施
設
」
と
し
て
、
そ
の

役
割
は
拡
大
し
て
い
る
。
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
上
で
不
可
欠
な
、
公
益
性
の

常 任 委 員 会  

行 政 視 察 報 告

５月 19 日（火）
鳥取県八頭町
「廃校活用について」

総 務 教 育 常 任 委 員 会

視察内容の詳細は
こちらから↓↓↓

廃校活用施設「隼 Lab.」 （鳥取県八頭町）

５月 20 日（水）
茨城県守谷市
「生成 AI を活用した教育について」

産 業 建 設 常 任 委 員 会民 生 福 祉 常 任 委 員 会

５月 12 日（火）

茨城県境町

「ふるさと納税の活用について」

五輪の熱気、 そのままに（境町アーバンスポーツパーク 2nd）食堂にも教室の面影が（佐賀古湯キャンプ）

５月 13 日（水）

福井県大野市

「道の駅おおの荒島の郷について」

５月 14 日（木）

兵庫県丹波篠山市

「山林の寄附及び鳥獣害対策について」

視察内容の詳細は
こちらから↓↓↓

５月 19 日（火）
佐賀県佐賀市
「佐賀市富士地域振興センター 
（佐賀古湯キャンプ）について」

５月 20 日（水）
福岡県那珂川市
「ファミリー ・ サポート ・ センター
なかがわについて」

視察内容の詳細は
こちらから↓↓↓

ＱＡ
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　◎は全会一致、 ×は否決、 －は採決なし　

　　　　　　

議
案
番
号

件　　名

審
議
結
果

36
むつ市印鑑登録及び証明に関する条例の一部
を改正する条例 ◎

37 むつ市税条例の一部を改正する条例 ◎

38
むつ市家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例等の一部を改正する条
例

◎

39
むつ市重度心身障害者医療費支給条例の一
部を改正する条例 ◎

40
むつ市地域生活支援事業利用料条例の一部を
改正する条例 ◎

41
財産の取得について
（むつ市役所大畑庁舎配備の除雪ドーザを、 老
朽化に伴い更新するためのもの）

◎

42
財産の取得について
（むつ市役所本庁舎配備の凍結防止剤散布車
を、 老朽化に伴い更新するためのもの）

◎

43
財産の取得について
（市の業務で利用しているMicrosoft Office
等を更新するため、ライセンスを取得するもの）

◎

44
～
62

むつ市農業委員会の委員に任命する者につき
同意を求めることについて ◎

63
人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意
見を求めることについて ◎

64 令和８年度むつ市一般会計補正予算 ◎

65 令和８年度むつ市水道事業会計補正予算 ◎

◎ 第２６8 回定例会 ( 議案はすべて全会一致 )　

★	議案の内容や過去の賛否一覧も議会 
　　ホームページから見ることができます。

　　　　　　

議
案
番
号

件　　名

審
議
結
果

66

工事請負契約について
（海と森ふれあい体験館等空調設備更新工
事 （機械設備工事）に係る工事請負契約を締
結するためのもの）

◎

報５ 令和７年度むつ市一般会計継続費繰越計算書 -

報６
令和７年度むつ市一般会計繰越明許費繰越
計算書 -

報７
令和７年度むつ市水道事業会計予算繰越計
算書 -

報８
令和７年度むつ市下水道事業会計予算繰越
計算書 -

報９
専決処分した事項の報告について
（和解及び損害賠償の額を定めることにつ
いて）

-

報

１０

専決処分した事項の報告について
（工事請負契約の一部変更契約について） -

報 

１１

専決処分した事項の報告について
（和解及び損害賠償の額を定めることにつ
いて）

-

報

１２

専決処分した事項の報告及び承認を求める
ことについて（むつ市税条例の一部を改正す
る条例）

◎

報

１３

専決処分した事項の報告及び承認を求める
ことについて （むつ市国民健康保険税条例
の一部を改正する条例）

◎

報

１４

専決処分した事項の報告及び承認を求める
ことについて（むつ市地方活力向上地域に係
る固定資産税の特別措置に関する条例の一
部を改正する条例）

◎

報

１５

専決処分した事項の報告及び承認を求める
ことについて （令和７年度むつ市一般会計補
正予算）

◎

報

１６

専決処分した事項の報告について
（和解及び損害賠償の額を定めることにつ
いて）

-

　議 決 結 果
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介

／

議
員
表
彰

・
要
望
活
動

市 議 会 L I N E 紹 介
昨年 2 月から開始したむつ市議会の公式 LINE。 トーク画面の下に表示される

メニュー （リッチメニュー）は、 実は「むつ☆かつ」美術クラブの生徒さんにデザ

インをお願いしております。 今回は、 歴代のリッチメニューと、 デザインしてく

れた生徒さんをご紹介いたします。

◎生徒コメント 

大畑中学校２年　石
い し た く る み

田來未さん（R7.10 月～担当） 

私はデザインを考えるときに、 秋らしくなるよう、 色を焼き芋のような色にし

たり、 落ち葉やどんぐり、 木の実を配置したり、 どうしたら見やすく秋を表現

できるかなどを工夫しました。 

 
・ 田名部中学校 3 年　中

なかのわたり

野渡実
み お

央さん（R8.1 月～担当） 

私は、 リッチメニューの冬仕様のデザインを考えるときに、 『どうしたらより冬

らしいデザインにできるのか』を考え、 背景の色を青っぽくしたり、 雪の結晶

や雪だるまなどの冬を連想しやすい素材を配置したりするなどの工夫をしまし

た。 

むつ市議会の LINE はこちらから→

大畑中学校２年　石
い し た く る み

田來未さん（R7.10 月～担当） 

田名部中学校 3 年　中
なかのわたり

野渡実
み お

央さん（R8.1 月～担当）
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佐賀　英生住吉　年広佐藤　広政

　要 望 活 動
　6 月 24 日から 25 日に、 防衛省 ・ 厚生労働省 ・ 環境省 ・ 総務省に対し、 むつ

総合病院建設への支援をはじめとした地域の想いを伝えてまいりました。

末富理栄防衛省地方協力局次長へ

　議 員 表 彰

11

　令和 8 年 5 月 27 日に開催された全国市議会議長会第 102 回定期総会に

おいて、 浅利竹二郎議員が議員在職 20 年以上の特別表彰、 大瀧次男議員が

議員在職 15 年以上、工藤祥子議員が議員在職 10 年以上の一般表彰を受賞し、

第 268 回定例会の開会日、 ６月 2 日の本会議で表彰状の伝達を行いました。

大瀧　次男議員浅利 竹二郎議員 工藤　祥子議員

要望の内容についてはこちらから→

堀上勝環境省自然環境局長へ

伊原和人厚生労働事務次官へ

林芳正総務大臣へ
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むつ市議会一丸となって、 今年度開催される「青の煌

めき あおもり国スポ ・ 障スポ」を盛り上げるため、 第

268 回定例会開会日の 6 月 2 日から議場に国スポ ・

障スポの看板や横断幕、 のぼり旗等を設置することと

なりました 。 早速むつ市議会 YouTube を見て確認

してみましょう。

NEWS FROM MUTSU CITY COUNCIL 次回の定例会は 8 月 14 日開会予定次回の定例会は 8 月 14 日開会予定ですです

全国初⁉議場が国スポ・障スポ仕様に全国初⁉議場が国スポ・障スポ仕様に

↓むつ市議会の情報はこちらから↓

YouTube LINE Facebook Instagramホームページ

6月2日

今号の「市民の声」は祭りがテーマ ｡

ネブタやお神輿、 流し踊りに神楽等々

で下北の短い夏を盛り上げてくれる

に違いない。 その中でも田名部祭り

は私にとって人生そのものだけど、

家族にとっては迷惑だったに違いな

い。  （元組頭　野中貴健）

  柳町共進組柳町共進組組頭組頭　　　　　　　　

　　　　宮
みやもと

本　祥
しょうま

麻 さん

  田名部神社宮司　　田名部神社宮司　　　　　　　　　

　　　　小
お が さ わ ら

笠原　佐
たすく

 さん

田名部祭り

Q.  宮司にとって田名部祭りとは。

A.　祭りというのはどの地域でも一年に一度行われるもので、 そういった意味では、　

　　 その地域にとって「刻」を知らせるとても大切な行事。 祭りが近づいてくると、 お囃          

　　 子の練習をしている「音色」が聴こえてきたら、 お盆や田名部祭りまでもう少しなん

　　 だなと「刻」を教えてくれますよね。

Q.  田名部祭りを盛り上げてくれる組員へ。

A.　組頭や三役の皆さんと私は同世代で、 祭りに対しての意見を言いやすい環境にあ 

　　 ると思いますので、 古き良きものを大事にしつつ今の時代に見合う祭りにしていた

　　 だきたいです。 そのためにも宮司は神社内で神事を、 組員の皆さんは地域全体を

　　  盛り上げてください。

～悠久の「刻
と き

」を数えて～

～田名部のまちに生まれて～
Q.  田名部祭りとの出会いと、 これまでの歩みを教えてください。

A.　柳町で生まれ育ったので、 物心がつく前には自然に山車を引っ張っていました。 　

　　 その後小5～高3まで乗子として参加、 高校卒業後に共進組に所属しながら東京

　　 の専門学校へ。 後に地元に帰ってきたわけですが、 入組15年目の昨年から組頭

　　 として頑張っています。

Q.  今年の祭りにかける意気込みは。

A.　今年は平日の開催となりますが、 無事故の運行を心掛けて多くの皆さまに田名部

　　  祭りを楽しんでもらいたいです。 また私たちの山車（大黒山）は今年、 車（車輪）を　

　 　新調しましたので、 こちらもぜひ注目してほしいです。 いずれにしても五町一丸と

　　  なって地域を盛り上げるために頑張ります。

～ 「五町球技大会」より～

市民の声

取材者 ： 野中貴健、 櫻田秀夫


